第99回全国算数・数学教育研究（和歌山）大会　　平成29（2017）年8月8日9：00～15：30
和歌山県立桐蔭高等学校　分科会番号10（基礎・自由研究）　会場番号１2（２Ｆ）
■発表時間は20分以内，質疑応答と指導助言を合わせて15分程度
分科会助言者としてのメモ：正田　良（rio@kokushikan.ac.jp）
	■お願い■　今回，この助言者メモは，会場の座席数と思われる部数のみを刷ることにしました。もしご入用の方は，後日正田のホームペ－ジ　http://kks-el01.sakura.ne.jp/ACD/index.htm

からダウンロードして戴けます。ですから，本日午後の最終の発表時にご在席の方以外は，どうかお持ち帰りはご遠慮ください


□午前の部
発表１・9:00～9:35　これからの学習指導要領と授業―基調発表をふまえて
　研究部の先生が，基調発表を踏まえ「次期学習指導要領に向けて」の研究と実践についての提起。まさにタイムリーです。他に言うべきことを持ちませんが，強いて２点のみ付け足します。
　第１点。「深い学び」，「数学的活動」。その通りだと思います。ともすれば参考書にあるやり方を暗記するのが勉強だと勘違いしてしまう昨今の高校生気質（藤澤伸介『ごまかし勉強』新曜社）に，What if not もしそうじゃなかったらどうなるの？を考えることの楽しさ，そんな習慣を提供してみたいですね。また，予想を裏切る意外性を持つデータ（平均ののみに注目していると，判断を誤る。平均を揃えて標準偏差で比べても判断を誤る［インチとセンチ］）とかが，人類がそんな数学的概念を得ていく過程を生徒が再踏査することかと。
　第２点。高校から無くなった教材はと心配される方のために念のため。

	①　四分位範囲や箱ひげ図（高校→中２）
②　累積度数　（中１に追加）
③　平均値，中央値，最頻値，階級（中１→小６）


発表２・9:40～10:15　１＝２ですね。― 廊下に置いた数学科ホワイトボードの効用
　おもしろい授業実践と思いました（と，東京弁で申しましたが，おもろいいうたほうが…）。

授業時間以外の余白が生む文化って，とっても重要だと思います。そして，「ホワイトボード」に限らなくてもいろいろなツールが利用できるかと思います。小学校での夏休みの自由研究の発表会みたいな展示・掲示。教科通信での問題提起とか生徒作品の紹介とか。

　1980年代に徹底して生徒作品を褒めて育てるのが上手な先生が居ました。正田（編著）『算数・数学って怖くない』に参画して戴けたことを嬉しく思っています。できればその前の年度の作品を紹介する…がコツでしたが，私が付け加えれば，これなら自分でもできるさと生徒が思える教師の作品を提示する。
発表３・10:20～10:55
図・図示  －諸公式の図形的解釈・証明－ 
 『ごまかし勉強』について前の頁に述べました。中等教育の教員養成に携わっていますが，なるべく多くの別解・別証を考えさせるってことをよくさせます。そうすることによって，「この定理は，ベクトルの単元で出てくる」と言った一元的な見方ではなくて，この定理を，周期関数の観点でみると，ベクトルの観点でみると…と視野が広がり，『ごまかし勉強』のリハビリにはもってこいだと思っています。別証についてのお話になると思いますので，別解について付け足します。　
	３点Ａ（0,3），Ｂ（-2,0），Ｃ（4,0）がある。△ＡＢＣの外心Ｊの座標を求めよ。　　◇（1，
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これの解き方を何通りお考えになりますか？

発表４・11:00～11:35
アクティブな和算探究の検討　－理数探究に向けて－
　確かに，和算の研究は，「数学・古文・現代文・歴史の複合的な観点」を必要とするもので，そういった分野に生徒の個性を発揮できる機会を提供されたことは素晴らしい実践と思います。私は，残念ながら，『算法新書』三巻十七番が何であるかを存じません。でも，２次方程式や反転が必要となるような問題を算額の中に多く見出せるというお話を伺ったことがあります。
また，この午前の分科会，発表の配列の順序もなかなかの妙ですね。

発表５・11:40～12:15　生徒の主体的対話的な課題研究を促す合宿について　

～教師アンケートの検討～
　こちらも残念ながら，講習の詳細を存じ上げては居りませんので，付言が難しいのですが，どういった講習の内容だったのかは，恐らくご発表の中で補われることと思います。
私の前任校は三重大学教育学部（1999年10月～2005年３月）でした。「三重県高等学校数学教育研究会」の「数学を楽しむ高校生のためのセミナー」に呼んでいただき，２回三重県の高校生相手の授業をする機会を得たことがあります。

1つは，コーヒーの出がらしがどう冷めていくかを撮った「つまらないビデオ」を題材とした冷却の法則→指数関数（等比数列）的な一定値への収束。２つ目は，ベートーベンの『４本のトロンボーンのための３つのエクアーレ』から導入する金管楽器の数理。

横の交流で風通しが良くなることってすごく大切だなと思います。
□午後の部

発表６・12:55～13:30　数理生物学　―個体の増殖を数学的に解き明かす授業
　面白い授業だと思います。私自身も，『Ｅｘｃｅｌが教師―高校の数学を解く』（技術評論社）という本の中に，ロジスティック曲線を扱ったことがあります。
Ａ（Ｎ＋１）－　Ａ（Ｎ）＝Ｃ（１－Ａ（Ｎ））Ａ（Ｎ）

綺麗なグラフになるように，ＣとＡ（１）を何にするか試行錯誤しましたが，本当にゾウリムシが教えてくれるなんて痛快ですね。数値設定からではなく，自然現象の設定から入るのはスリリングでしょうけど。生物での授業の様子を伺えるのを楽しみにしています。
	■ゾウリムシ■（ｗｉｋｉｐｅｄｉａの当該項目による。2017.7.25.採取）
・繊毛虫の1種 Paramecium caudatum の和名、広義にはゾウリムシ属 (Paramecium) に属する種を指す。

・無性生殖は分裂による。他の繊毛虫同様、体軸方向の前後の部分に分かれるようにして分裂する。有性生殖としては細胞の接合が行われるが、その方法はやや特殊である。

・ゾウリムシは浸透栄養ではなく捕食性であるため、培養に際しては細菌や酵母などを餌として用意する必要がある。一般的には藁やレタスなどを煮出し、その液を培地として枯草菌を増やして餌とする。枯草菌の培養が困難な場合には、市販の乾燥酵母などを利用する方法がある。


　ちなみに，あのマルサスの人口論も人口は等比数列で増えるのに，耕地面積は等差数列でしか増えないことを指摘していますが，家電製品の普及率とかロジスティック曲線ですよね。人類の発展は必ずしも右肩上がりではなく，地球という宇宙船環境の資源は有限であることに人類が気が付いたのが手遅れではなくなるような高校数学でありたいです。
発表７・13:35～14:10　ＳＳＨにおける数学課題研究の取り組み　

―フィボナッチ数列から生まれた課題研究を通して
　この数列がさまざまな面白い性質を持っていることは周知の通りです。自然界に発見できる，整数論とか，一般項に無理数が入るのに何故か整数。定義以外の漸化式（例えば，

Ｆ（ｎ－1）×Ｆ（ｎ＋１）＝Ｆ（ｎ）2　－（－1）ｎ）。

　そして，数値を実際に出してみて，実験できることもこうした教材化には重要な特徴です。まず，一番上の行で偶数の項に丸を付けてみましょうと言えば，次の行では何かをしたくなります。
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　生徒に自然な好奇心を持たせて，発展させる機会を与えるには，そう誘う本が大切です。中村滋先生の本が，そうであることを示した報告だと思います。[image: image3.png]Wilkst £ = EQ+ EO + ARORY



がどうして，生徒の関心たりえたのかの詳細を当日のご発表でお待ちします。
発表８・14:15～14:50　　対数の歴史　― ネーピアの対数表の作成について
　「電卓の中で行われている，対数の値を求めるプログラミング」，「相加相乗平均の関係を使って」の箇所は，必ずしも周知のことではないので，当日ご発表の中で教えて戴けることに期待します。

　数学史上では，ネイピアとブリッグスとは，ライバルというより同志で，ブリッグスの方法は，例えば，堀口頴次（1992）『新しい解析入門コース』（日本評論社）ｐ.32　に紹介されていますが，　　　　　　（公式α）
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のみを使って，望む精度の指数表を作りそれを逆に引く形で整理し対数表を作るものです。
対数　　　　　　　指数　　　　　　　　　　　　　　　　計算式　　　　計算順　行番号　
	0.000　
	10＾（0.000）
	１．００００
	
	　2
	　①

	0.125　＝1/8
	10＾（0.125）
	
	√③　　∵α
	　5
	　②

	0.250　＝1/4
	10＾（0.250）
	
	√⑤　　∵α
	　4
	　③

	0.375　＝1/4+1/8
	10＾（0.375）
	
	②×③　∵β
	　6
	　④

	0.500　＝1/2
	10＾（0.500）
	　１．４１４２
	√⑨　　∵α
	　3
	　⑤

	0.625　＝1/2+1/8
	10＾（0.625）
	
	⑤×②　∵β
	
	　⑥

	0.750　＝1/2+1/4
	10＾（0.750）
	
	⑤×③
	
	　⑦

	0.875　＝1/2+3/8
	10＾（0.875）
	
	⑤×④
	
	　⑧

	1.000
	10＾（1.000）
	１０．００００
	
	　1
	　⑨


これで，グラフをかくと，それなりに感じよくなります。
　ちなみに，

1533：平均律的な実際上の方法，

1588：12等分分割法，

1592：2の12乗根の計算を用いて調律，

1615：Napia

1630：Faulhaubar　対数を用いた調律
1636：Mersennne　平均律のうなりについても言及

1722：Bach　クラビア曲集　

　　　　1815：金管楽器のバルブの発明
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